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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素により構成され、画素毎に薄膜トランジスタが形成された表示部と、
　オン時に所定の電圧に固定された第１の電圧を前記薄膜トランジスタのゲート部に供給
する第１のスイッチング素子と、
　オン時にパルス化された第２の電圧を前記薄膜トランジスタのゲート部に供給する第２
のスイッチング素子と、
　切替信号により、前記第１のスイッチング素子と、前記第２のスイッチング素子とを択
一的に選択して、前記第１の電圧と前記第２の電圧とを切替る切替回路とを有することを
特徴とする液晶パネル。
【請求項２】
　前記液晶パネルのデータバスラインに供給する電圧を、前記切替信号により接地電位に
する第３のスイッチング素子を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項３】
　前記液晶パネルのコモン電極に供給する電圧を、前記切替信号により接地電位にする第
４のスイッチング素子を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項４】
　前記液晶パネルのデータバスラインに電圧を供給する内部電源と前記内部電源に電圧を
供給する外部電源とを、前記切替信号により切断する切断回路を有することを特徴とする
請求項１に記載の液晶パネル。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶パネルに関し、さらに詳しくいえば、アクティブマトリクス方式の液晶パネ
ルに関する。
【０００２】
【従来の技術】
低消費電力、低電圧動作、軽量、薄型、カラー表示などを特徴とする液晶パネルは、パー
ソナルコンピューター（ＰＣ）やビデオ機器などへ急速にその用途を拡大している。近年
、アクティブマトリクス駆動のカラー液晶パネルは、ブラウン管（cathod ray tube : Ｃ
ＲＴ）に近い高画質が期待できるので、大容量、大画面化が進められている。しかし、こ
のような高性能化を進めるには液晶を制御するＴＦＴ（薄膜トランジスタ）及びそのＴＦ
Ｔに電圧を印加させるためのドライバＩＣの信頼性を向上させる必要がある。
【０００３】
ＴＦＴはアモルファスシリコンを能動層に利用して、ゲート電極がチャネル部の下に形成
された逆スタガ構造をもつのが一般的である。ＴＦＴは所定の伝達特性（ＶGS－ＩD 特性
) を示す閾値電圧をもち、液晶を制御する。しかし、ＴＦＴ基板をパネル化して、その後
、端子接続やプリント板実装などを行ってユニット化する過程において、静電気などの外
部からの電圧印加があると、ＴＦＴのゲート絶縁膜へキャリアが注入される。
【０００４】
そのため、ゲート絶縁膜とアモルファスシリコンの界面にキャリアがトラップされて、Ｔ
ＦＴの伝達特性が変動し、閾値電圧がシフトする。この閾値のシフトはゲートバスライン
への外部からの電圧印加で発生するので、ゲートバスラインに沿った線状のムラが液晶パ
ネルの画像に発生することが多い。この場合、液晶画面のムラを解消させるために、ＴＦ
Ｔのゲート部に電圧を印加させて、閾値シフトを修正する必要がある。
【０００５】
通常、ユニット化される前の液晶パネルの状態では、ＴＦＴのゲート部に外部の電源から
強制的にパルス化されていない固定された比較的高い一定電圧を印加したり、又は、液晶
パネル全体を熱処理することで、閾値シフトを修正する。
これに対して、液晶パネルにプリント板などが実装されて、ユニット化された状態では、
ＴＦＴには通常の液晶駆動用のパルス電圧しか供給できない。すなわち、外部の電源から
強制的に高い電圧を印加したり、熱処理したりすることはできないため、液晶パネルを通
常条件で長時間ランニングして修正するなどの方法しかなかった。
【０００６】
また、近年、液晶表示装置の大画面化、高精細化の要求に伴い、ＴＦＴを駆動させるため
のドライバＩＣは、小型化、多出力化となり、多層配線のピッチが微細化されてきている
。このように、ドライバＩＣも高性能化、高集積化が求められており、その信頼性の評価
は重要である。ドライバＩＣは液晶パネルに組み付けられる前に個別に信頼性試験が行わ
れ、さらに、液晶パネルに組み付けられた後に、ドライバＩＣ内部のトランジスタのゲー
ト絶縁膜不良などのスクリーニングが行われる。ドライバＩＣのスクリーニングは、通常
の液晶を駆動させる内部電源回路で出力された電圧をストレス電圧として長時間印加させ
ることにより行われる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ＴＦＴの閾値シフトなどの不良を短時間で、効率よく修正するためには、通常の液晶駆動
のために印加される電圧より高い方がよく、かつ、パルス化されていない一定の電圧の方
がよい。
液晶パネルがユニット化された状態で、ＴＦＴの閾値シフトを修正する場合、従来方法で
は、ＴＦＴには通常の液晶制御に対応したパルス電圧しか印加できない。すなわち、ＴＦ
Ｔにパルス化されていない一定電圧やさらに高い電圧を強制的に印加させることができな



(3) JP 4368493 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

いため、数ヶ月程度の長いランニング時間が必要であり、効率が悪いという問題点がある
。
【０００８】
また、ドライバＩＣ内のゲート絶縁膜破壊などの潜在不良が存在するトランジスタを、短
時間でスクリーニングするには、ドライバＩＣの絶対最大定格に近い電圧を印加させるこ
とが有効である。液晶パネルがユニット化された状態で、ドライバＩＣをスクリーニング
する場合、従来方法では、通常の液晶を駆動させるためのドライバＩＣ用の駆動電圧しか
印加できない。すなわち、ドライバＩＣにドライバＩＣの絶対最大定格に近い高い電圧を
印加できないため、効率が悪いという問題点がある。
【０００９】
　本発明は、以上の問題を鑑みてなされたものであり、液晶パネルがユニット化され組み
立てが終了した後でも、ＴＦＴやドライバＩＣに強制的に高い電圧を印加させることによ
り、ＴＦＴの閾値シフトの修正を短時間で効率よく行うことができる液晶パネルを提供す
ることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記した課題は第１の発明である複数の画素により構成され、画素毎に薄膜トランジスタ
が形成された表示部と、オン時に所定の電圧に固定された第１の電圧を前記薄膜トランジ
スタのゲート部に供給する第１のスイッチング素子と、オン時にパルス化された第２の電
圧を前記薄膜トランジスタのゲート部に供給する第２のスイッチング素子と、切替信号に
より、前記第１のスイッチング素子と、前記第２のスイッチング素子とを択一的に選択し
て、前記第１の電圧と前記第２の電圧とを切替る切替回路とを有することを特徴とする液
晶パネルにより解決する。
【００１１】
本発明によれば、ＴＦＴのゲートに所定の電圧に固定された第１の電圧とパルス化された
第２の電圧とを択一的に選択して供給するスイッチング手段を有している。通常の液晶駆
駆動時には、液晶駆動に最適な所定のパルス電圧をＴＦＴのゲート部に印加させ、ＴＦＴ
の閾値シフトを修正させる時には、パルス化されていない一定電圧をＴＦＴのゲート部に
印加させる。これによれば、実質的に、ＴＦＴの閾値シフトを修正するための電圧印加時
間を少なくすることができるため、効率よくＴＦＴの閾値シフトを修正することができる
。
【００１２】
　一つの好ましい形態では、データバスラインやコモン電極に供給する電圧を接地電位に
するスイッチング素子を有する。これによれば、データバスラインやコモン電極に電圧が
印加されないため、液晶は駆動されない。すなわち、液晶に悪影響を与えないで、効率よ
くＴＦＴの閾値シフトを修正することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態について図を参照しながら説明する。
（第１の実施の形態）
図１は本発明の第１の実施の形態の液晶パネルを示すブロック図である。
なお、この例では、ＴＦＴ１８の閾値シフトを修正する機構を有する液晶パネルについて
説明する。
【００１５】
　図１において、液晶パネルの表示部の周辺部にＡＳＩＣ１０、電源回路Ａ１２、電源回
路Ｂ１７、データドライバ１６及びゲートドライバ１４が配置されている。また、表示部
には画素毎にＴＦＴ１８及び画素電極が配置され、画素電極に対向部してコモン電極２２
が配置され、画素電極とコモン電極２２の間には液晶が封入されている。表示部の縦方向
にＴＦＴ１８のドレインに接続されるデータバスライン２０の端子が引き出され、横方向
にＴＦＴ１８のゲートに接続されるゲートバスライン１９の端子が引き出されて、それぞ
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れ、データドライバ１６、ゲートドライバ１６に接続されている。データドライバ１６及
びゲートドライバ１４には、それぞれ、データバスライン２０、ゲートバスライン１９に
信号を伝えるための駆動回路（図示せず）とデータドライバ１６間及びゲートドライバ１
４間に順次信号を伝える回路（図示せず）などが入っている。
【００１６】
コンピュータ用カラー液晶パネルの場合、ＡＳＩＣ１０にコンピュータからの表示信号で
あるＲＧＢ色の信号と縦線、横線の動作時間を合わせるための同期信号（Ｈ－SYNC，Ｖ－
SYNC）とが入力される。そして、これらはＡＳＩＣ１０内の信号処理回路及びタイミング
回路で処理されて、データドライバ１６及びゲートドライバ１４に送られる。そして、こ
れらの信号がＴＦＴ１８に送られ液晶が駆動される。
【００１７】
外部からＡＳＩＣ１０に送られるモード切替信号により、電源回路Ａ１２から配線２５で
供給されるパルス電圧もしくは配線２４で供給される固定された一定電圧がＡＳＩＣ１０
内で切替られて、配線２１で出力され、ゲートドライバ１４を介してＴＦＴ１８のゲート
部に供給される。さらに、外部からＡＳＩＣ１０に送られる信号により、電源回路Ｂ１７
から配線５８で供給される電源回路Ａ１２が出力する電圧より高い電圧がＡＳＩＣ１０内
で切替られてゲートドライバ１４を介してＴＦＴ１８のゲート部に供給される。
【００１８】
電源回路Ａ１２は配線３３及び配線４１で、それぞれデータドライバ１６及びコモン電極
２２に接続されて電圧が供給さる。また、電源回路Ａ１２は配線７７でＡＳＩＣ１０と接
続されており、モード切替信号が送られる。外部電源入力１は配線７５で接続され、外部
電圧が電源回路Ａ１２に供給される。電源回路Ｂ１７は配線５８でＡＳＩＣ１０に接続さ
れ、高い一定電圧がＡＳＩＣ１０で切替られ、ゲートドライバ１４を介してＴＦＴ１８の
ゲート部に供給される。
【００１９】
このような構成で、外部からＡＳＩＣ１０にモード切替信号が送られ、電源回路Ａ１２か
ら出力される一定電圧もしくはパルス電圧をＡＳＩＣ１０内で切替てゲートドライバ１４
を介してＴＦＴ１８のゲート部に供給することができる。また、電源回路Ｂ１７は電源回
路Ａ１２より高い電圧を出力できるので、電源回路Ａ１２から出力されるパルス電圧もし
くは電源回路Ｂ１７から出力される高い一定電圧をＡＳＩＣ１０内で切替てＴＦＴ１８の
ゲート部に供給することができる。これにより、ＴＦＴ１８の閾値シフトを修正する場合
、通常のパルス電圧を一定電圧もしくはさらに高い一定電圧に切替てＴＦＴ１８のゲート
部に供給できるので、ＴＦＴ１８の閾値シフトを短時間で効率よく修正することができる
。
【００２０】
図２はＡＳＩＣ１０内に配置されたＴＦＴ１８のゲート部に供給する電圧を切替る切替回
路を示す模式図である。図２に示すように、ＡＳＩＣ１０内にはセレクタ２３が具備され
ており、セレクタ２３には電源回路Ａ１２からＴＦＴ１８に一定電圧を供給する配線２４
及びパルス電圧を供給する配線２５が接続され、外部からどちらの電圧を供給させるかを
選択して指示するモード切替信号線２６が接続されている。モード切替信号線２６はセレ
クタ２３に接続される前にＡＳＩＣ１０内で接地された抵抗２８に接続されている。切替
られた電圧を供給する配線２１はゲートドライバ１４を介してＴＦＴのゲート部に接続さ
れている。
【００２１】
液晶を通常に駆動させる場合、ＡＳＩＣ１０のセレクタ２３はパルス電圧を供給する配線
２５に接続されて、電源回路Ａ１２から２５Ｖ程度のパルス電圧が供給される。そして、
パルス電圧がＡＳＩＣ１０よりゲートドライバ１４に供給され、ゲートドライバ１４内部
のシフトレジスタで順次転送され、そのタイミングでゲートスキャンパルスがＴＦＴ１８
に印加され、液晶が通常に駆動される。
【００２２】



(5) JP 4368493 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

これに対して、ＴＦＴ１８の閾値シフト修正するための一定電圧を印加させる場合、ＡＳ
ＩＣ１０のセレクタ２３は一定電圧を供給する配線２４に接続されて、電源回路Ａ１２か
ら２５Ｖ程度に固定された一定電圧が供給される。これにより、電源回路Ａ１２から供給
された一定の電圧はゲートドライバ１４を介してＴＦＴ１８のゲート部へ供給され、ＴＦ
Ｔ１８の閾値シフトが修正される。
【００２３】
ＴＦＴ１８の閾値シフトを短時間で、効率よく修正するためには、さらに高い固定された
一定の電圧を印加することが有効である。通常のパルス電圧及び閾値シフト修正のための
高い電圧をＴＦＴ１８のゲート部に切替て供給する液晶パネルについて説明する。
通常の液晶駆動で使用している電圧は２０Ｖから２５Ｖのパルス電圧であり、ＴＦＴ１８
のゲート部に電圧を供給するためのゲートドライバ１４のトランジスタ耐圧は３０Ｖから
４０Ｖである。このことより、本実施の形態では、図１に示すように、電源回路Ａ１２の
他に電源回路Ａ１２より高い一定電圧を供給できる電源回路Ｂ１７を液晶パネルの周辺部
に具備している。これにより、ゲートドライバトランジスタの耐圧である４０Ｖ程度の一
定電圧をゲートドライバ１４を介してＴＦＴ１８のゲート部に供給することができる。
【００２４】
図３はＡＳＩＣ１０内に具備されたＴＦＴ１８のゲート部に供給する電圧を切替る切替回
路を示す模式図である。
ＴＦＴ１８のゲート部に供給される電圧は、図３に示すように、電源回路Ｂ１７から供給
される閾値シフト修正用の高い一定電圧を供給する配線５８と電源回路Ａ１２から供給さ
れる通常のパルス電圧を供給する配線２４とが具備されている。閾値シフト修正用の高い
一定電圧を供給する配線５８及び通常の液晶駆動用パルス電圧を供給する配線２４には、
それぞれ、第１のスイッチング素子であるＰチャネルＭＯＳトランジスタ５４及び第２の
スイッチング素子であるＰチャネルＭＯＳトランジスタ５６が接続され、ゲートドライバ
１４を介してＴＦＴ１８のゲート部に接続されている。
【００２５】
閾値シフト修正用の高い一定電圧を供給する配線５８に接続されたＰチャネルＭＯＳトラ
ンジスタ５４のゲート部には、抵抗を５１介して、ドレインが接地されたＮチャネルＭＯ
Ｓトランジスタ５０が接続されている。高い一定電圧を供給する配線５８とＰチャネルＭ
ＯＳトランジスタ５４のゲート部との間には抵抗５１が配置されている。ＮチャネルのＭ
ＯＳトランジスタ５０のゲートにはモード切替信号線５３が接続されて、ＡＳＩＣ１０か
ら送られるモード切替信号が入力される。
【００２６】
また、通常のパルス電圧を供給する配線２４には、ＰチャネルＭＯＳトランジスタ５６が
接続され、このゲート部には抵抗５１を介してドレインが接地されたＮチャネルＭＯＳト
ランジスタ５２が接続されている。パルス電圧を供給する配線２４とＰチャネルＭＯＳト
ランジスタ５６のゲート部との間には抵抗５１が配置されている。ＮチャネルＭＯＳトラ
ンジスタ５２のゲートにはインバータ６２を介してＡＳＩＣ１０からのモード切替信号線
５３に接続されてモード切替信号が入力される。
【００２７】
　以上のように、ＮチャネルＭＯＳトランジスタ５０、ＮチャネルＭＯＳトランジスタ５
２及びインバータ６２により、高い一定電圧及びパルス電圧を択一的に選択して切替る切
替回路を構成している。外部からＡＳＩＣ１０に閾値シフト修正用の高い一定電圧を供給
させるためのＨｉｇｈレベル信号が出力された場合、インバータ６２を介していないＮチ
ャネルＭＯＳトランジスタ５０がＯＮとなり、閾値シフト修正用の高い一定電圧を供給す
る配線５８に接続されたＰチャネルＭＯＳトランジスタ５４がＯＮとなる。そして、閾値
修正用の高いパルス化されていない高い一定電圧、例えば４０Ｖがゲートドライバ１４を
介してＴＦＴ１８のゲート部に印加される。
【００２８】
この場合、インバータ６２を介しているＰチャネルＭＯＳトランジスタ５２は、入力がＬ
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ｏｗレベルなのでＯＦＦとなる。そして、通常のパルス電圧を供給する配線２４に接続さ
れたＰチャネルＭＯＳトランジスタ５６もＯＦＦとなるので、ＴＦＴ１８のゲート部には
閾値シフト修正用の高い一定電圧のみが印加される。
【００２９】
　これに対して、外部からＡＳＩＣ１０に通常の液晶駆動用のパルス電圧を供給するため
のＬｏｗレベルの信号が出力された場合、インバータ６２を介したＮチャネルＭＯＳトラ
ンジスタ５２のみがＯＮとなり、さらに、通常のパルス電圧を供給するラインに接続され
たＰチャネルＭＯＳトランジスタ５６がＯＮとなり、通常のパルス電圧がゲートドライバ
１４を介してＴＦＴのゲートに供給されて、液晶が駆動される。
【００３０】
以上の切替回路を具備することにより、外部からＡＳＩＣ１０にモード切替信号が送られ
、ＡＳＩＣ１０内で閾値シフト修正用の高い一定電圧及び通常のパルス電圧を択一的に選
択してＴＦＴ１８のゲート部に供給することができる。すなわち、ＴＦＴ１８の閾値シフ
トを修正する場合、通常の液晶駆動で使用するパルス電圧より高い一定電圧をＴＦＴ１８
に供給することができるので、短時間で効率よくＴＦＴ１８の閾値シフトを修正すること
ができる。
【００３１】
以上のように、ＴＦＴ１８のゲート部にパルスではない一定電圧を印加して閾値シフトを
修正する時に、液晶に悪影響を及ぼさないように、ＴＦＴ１８のドレインに接続されてい
るデータバスライン２０への入力電圧を接地電位に固定させることが好ましい。
図４は電源電圧Ａ１２内に具備され、データバスライン２０に供給する電圧を接地電位に
する回路を示す模式図である。図４に示すように、電源電圧Ａ１２内には、接地された複
数の抵抗３６が直列に配置されて電源電圧ＶDD３０に接続され、複数の抵抗３６間には複
数のオペアンプ３２がそれぞれ接続され、配線３３でデータドライバ１６に接続されてい
る。
【００３２】
　抵抗３６間のＡ地点には、第３のスイッチング素子であるエミッタが接地されたバイポ
ーラトランジスタ３４のコレクタが接続され、バイポーラトランジス３４のベースにＡＳ
ＩＣ１０からのモード切替信号線３５が接続されてなる付加回路３８が構成されている。
　ＡＳＩＣ１０に接続されている配線４５からＨｉｇｈレベル閾値修正モード、もしくは
、Ｌｏｗレベル通常液晶駆動モードへの切替信号が入力される。例えば、ＡＳＩＣ１０か
らＨｉｇｈレベル閾値修正モード選択の信号が送られた場合、バイポーラトランジスタ３
４がＯＮとなり、Ａの地点での電圧は接地電位となる。そして、オペアンプ３２の出力も
接地電位になるため、データドライバ１６へ出力も接地電位に固定される。従って、ＴＦ
Ｔ１８のドレインに供給される電圧も接地電位となる。
【００３３】
さらに、ＴＦＴ１８のゲート部にパルスではない一定の電圧を印加して閾値シフトを修正
する時に、液晶に悪影響を及ぼさないように、コモン電極２２への入力電圧レベルを接地
電位に固定させることが好ましい。
図５は電源電圧Ａ１２内に具備されたコモン電極２２へ供給する電圧を接地電位にする回
路を示す模式図である。図５に示すように、三つの抵抗４８ａ，４８ｂ，４８ｃが直列に
配置されて電源電圧ＶDD４６と接地との間に接続されている。可変抵抗４８ｂの中間接点
（Ｃ点）から一定の電圧が出力されるようになっている。Ｃ点とコモン電極２２との間に
オペアンプ４２が配置され、配線４１がコモン電極２２に接続されている。オペアンプ４
２と入力Ｂ点との間には接地されたコンデンサ４３が接続されている。Ｂ点には第４のス
イッチング素子であるバイポーラトランジスタ４４のコレクタが接続されている。このバ
イポーラトランジスタ４４のエミッタは接地され、ベースにはＡＳＩＣ１０からのモード
切替信号線４５が接続されている。このバイポーラトランジスタ４４により付加回路４７
が構成されている。
【００３４】
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ＡＳＩＣ１０からＨｉｇｈレベル閾値修正モード、もしくは、Ｌｏｗレベル通常モードへ
の切替信号が入力される。ＡＳＩＣ１０からＨｉｇｈレベル閾値修正モード選択の信号が
送られた場合、バイポーラトランジスタ４４がＯＮとなり、Ｂ地点での電圧は接地電位と
なる。そして、オペアンプ４２の出力も接地電位になるため、コモン電極２２への出力も
接地電位に固定される。
【００３５】
以上のように、本発明の好ましい形態においては、閾値シフト修正用の一定電圧をＴＦＴ
１８のゲート部に供給する時、データドライバ１６及びコモン電極２２への入力電圧レベ
ルを接地電位にすることができるため、液晶に悪影響を及ぼさないでＴＦＴ１８の閾値シ
フトを修正することができる。
また、本発明の形態において、ゲートドライバ１４を通常のパルス電圧で液晶パネルを作
動させ、ＴＦＴ１８の閾値がシフトしているラインのみ、閾値シフト修正用の高い一定電
圧に切替て、閾値シフトを修正してもよい。
【００３６】
　次に、ＴＦＴ１８のゲート部に閾値シフト修正用の一定電圧を供給する時、データドラ
イバ１６への供給される電圧を切断して、データドライバ１６に電圧を供給しない方法を
説明する。図６は電源回路Ａ１２内のデータドライバ電圧出力回路７６と外部電源７５と
の間に設けられた電圧切断回路を示す模式図である。図６に示すように、外部電源７５と
データドライバ電圧出力回路７６はＰチャネルＭＯＳトランジスタ７０を介して配線７５
で接続されている。ＰチャネルＭＯＳトランジスタ７０のゲートは抵抗７３介してＤ点を
経由して外部電源７５に接続されている。ＰチャネルＭＯＳトランジスタ７０のゲート部
とドレイン部が接地されたＮチャネルＭＯＳトランジスタ７２のソース部が抵抗７３を介
して接続されている。ＮチャネルＭＯＳトランジスタ７２のゲートは、インバータ７４を
介して配線７７でＡＳＩＣ１０に接続されており、ＡＳＩＣ１０にモード切替信号が入力
される。
【００３７】
ＡＳＩＣ１０から閾値シフト修正用の一定電圧をＴＦＴ１８のゲート部に供給させるため
のＨｉｇｈレベル信号が出力されると、ＮチャネルＭＯＳトランジスタ７２はインバータ
７４を介しているのでＯＦＦとなり、ＰチャネルＭＯＳトランジスタ７０もＯＦＦとなる
。従って、外部電源７５とデータドライバ電圧出力回路７６は完全に切断され、データド
ライバ１６への供給電圧は０Ｖとなる。
【００３８】
データドライバ電圧出力回路７６は、コモン電極２２及びオペアンプ３２，４２にも電圧
を供給しているので、コモン電極２２及びオペアンプ３２，４２に印加される電圧も０Ｖ
となる。
従って、ＴＦＴ１８のゲート部に一定電圧を印加して閾値シフトを修正する時、データド
ライバ１６及びコモン電極２２には電圧が印加されない。このため、液晶に悪影響を及ぼ
さないで、ＴＦＴ１８の閾値シフトを短時間で、効率よく修正することができる。
（第２の実施の形態）
図７は第２の実施の形態の液晶パネルを示すブロック図である。
【００３９】
なお、この例ではデータドライバ８０及びゲートドライバ８２をスクリーニングする機能
を有する液晶パネルについて説明する。
図７に示すように、液晶パネル９３の表示部の周囲の領域には、データドライバ８０及び
ゲートドライバ８２（以下、ドライバＩＣという）が配置されている。ドライバＩＣ８０
，８２に通常の液晶駆動用の電圧を供給させるための外部入力端子Ｂ９２及び通常の液晶
駆動の電圧より高い電圧を供給するための外部入力端子Ａ９０が配置されている。外部入
力端子Ｂ９２は内部電源ユニット８４に接続され、内部電源ユニット８４からデータドラ
イバ８０に電圧を供給する配線８７及びゲートドライバ８２に電圧を供給する配線８５が
、それぞれ、第１のスイッチング素子であるスイッチ８６及び第２のスイッチング素子で
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あるスイッチ８８に接続されている。
【００４０】
外部入力端子Ａ９０からデータドライバ８０に電圧を供給する配線８１及び外部入力端子
Ａ９０からゲートドライバ８２に電圧を供給する配線８３は、それぞれ、スイッチ８６及
びスイッチ８８に接続されている。データドライバ８０とスイッチ８６とは配線９１で接
続され、ゲートドライバ８２とスイッチ８８とは配線８９で接続されている。
【００４１】
スイッチ８６は第１の電圧である通常の液晶駆動の電圧及び第２の電圧である高い一定電
圧を択一的に選択してデータドライバ８０に電圧を供給するためのスイッチング素子であ
る。また、スイッチ８８は第３の電圧である通常の液晶駆動のパルス電圧及び第４の電圧
である高い一定電圧を択一的に選択してゲートドライバ８２に電圧を供給するためのスイ
ッチング素子である。
【００４２】
　ドライバＩＣ８０，８２のスクリーニングを行う時は、外部入力端子Ａ９０に外部電源
（図示せず）が接続され、スイッチ８６及びスイッチ８８はそれぞれ外部入力端子Ａ９０
側の配線８１及び配線８３に接続される。これにより、高い一定電圧であるＶDD１及びＶ

DD２がそれぞれデータドライバ８０及びゲートドライバ８２に個別に供給される。
【００４３】
通常に液晶を駆動させる場合は、スイッチ８６及びスイッチ８８はそれぞれ内部電源ユニ
ット８４側の配線８７及び配線８５に接続される。これにより、外部端子Ｂ９２からＶCC

が内部電圧ユニット８４に供給されて電源電圧が出力され、ドライバＩＣ８０、８２にそ
れぞれ個別に電圧が供給され，液晶が駆動される。以上のように、スイッチ８６及びスイ
ッチ８８を具備させることにより、外部電源から供給される高い電圧をドライバＩＣ８０
，８２に個別に供給することができるので、ドライバＩＣ８０，８２内のトランジスタの
スクリーニングを効率よく行うことができる。
【００４４】
図８は液晶駆動時の液晶パネルの電圧供給ユニットを示す模式図である。図８において、
図７と同一物には同一符合を付して、その詳しい説明は省略する。
コネクタＡ１００は内部電源ユニット８４から通常の液晶駆動用の電圧をドライバＩＣ８
０，８２に供給するためのコネクタである。コネクタＡ１００を外部入力端子Ｂ９２に差
し込むことにより、コネクタＡ１００の端子番号３、４、７及び８の端子が外部入力端子
Ａ９０の端子番号３、４、７及び８の端子に接続され、端子番号１、２、５及び６の端子
は内部電源ユニット８４からの電圧供給には関与しない。これにより、内部電源ユニット
８４から液晶駆動用の電圧、例えば、１２ＶがドライバＩＣ８０，８２に供給され、ＴＦ
Ｔ１８が作動し、液晶が駆動される。
【００４５】
次に、液晶パネルのドライバＩＣ８０，８２内のトランジスタをスクリーニングする液晶
パネルの電圧供給ユニットについて説明する。図９はスクリーニング時の液晶パネルの電
圧供給ユニットを示す模式図である。図９において、図７と同一物には同一符合を付して
、その詳しい説明は省略する。
コネクタＢ１０６は外部電源（図示せず）からドライバＩＣ８０，８２に高い一定電圧を
印加させるためのコネクタである。コネクタＢ１０６を外部入力端子Ａ９０に差し込むこ
とにより、コネクタＢ１０６の端子番号１、２、３、５、６及び７の端子が外部入力端子
Ａ９０の端子番号１、２、３、５、６及び７の端子に接続され、端子番号４及び８の端子
はドライバＩＣ８０，８２への電圧供給には関与しない。これにより、データドライバ８
０及びゲートドライバ８２にそれぞれ、外部電源電圧ＶDDＡ１０４及び外部電源電圧ＶDD

Ｂ１０５が供給される。この時、ドライバＩＣ８０，８２のトランジスタの絶対最大定格
の電圧、たとえば、１６Ｖをストレス電圧として供給する。なお、外部電源電圧ＶDDＡ１
０４はデータドライバ８０用の電圧であり、外部電源電圧ＶDDＢ１０５はゲートドライバ
８２用の電圧なので、それぞれのトランジスタに最適なストレス電圧を設定してスクリー
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ニングすることが好ましい。また、液晶パネルを室温より高い温度に加熱しながら、スク
リーニングを行ってもよい。
【００４６】
以上により、ドライバＩＣ８０，８２に供給する電圧を内部電源と外部電源とに切替るこ
とができる。すなわち、ドライバＩＣ８０，８２内のトランジスタのゲート絶縁膜の不良
等をスクリーニングする場合、コネクタＡ１００をコネクタＢ１０６に交換することによ
り、外部電源からの高い電圧をドライバＩＣ８０，８２に印加させることができる。
【００４７】
従って、ドライバＩＣ８０，８２内のトランジスの絶対最大定格に近い高い電圧をストレ
ス電圧として供給できるので、スクリーニングの時間が短くなり、効率を向上させること
ができる。また、ユニット化された液晶パネルを分解、又は改造する必要がないので、ス
クリーニングを容易にすることができる。さらに、ドライバＩＣ８０，８２を室温より高
い温度で加熱してスクリーニングを行うことにより、さらに、効率を向上させることがで
きる。
【００４８】
本発明は、その精神また主要な特徴から逸脱することなく、他のいろいろな形で実施する
ことができる。そのため、前述の実施の形態はあらゆる点で単なる例示にすぎず、限定的
に解釈してはならない。本発明の範囲は、特許請求範囲によって示すものであって、実施
の形態には、なんら拘束されない。
【００４９】
【発明の効果】
以上説明したように、第１の発明の液晶パネルはＴＦＴのゲート部に一定電圧である第１
の電圧とパルス化された第２の電圧とを択一的に選択して供給するスイッチング手段を有
している。通常の液晶駆駆動時には、液晶駆動に最適な所定のパルス電圧を印加させ、Ｔ
ＦＴの閾値シフトを修正させる時には、パルスではない一定電圧に固定して印加させる。
これにより、実質的に、ＴＦＴの閾値シフトを修正するための電圧印加時間を少なくする
ことができるため、効率よくＴＦＴの閾値シフトを修正を行うことが可能となる。
【００５０】
一つの好ましい形態では、データバスラインやコモン電極に供給する電圧を接地電位にす
るスイッチング素子を有している。これによれば、データバスラインやコモン電極に電圧
が印加されないので液晶は駆動されない。すなわち、液晶に悪影響を与えないで効率よく
ＴＦＴの閾値シフトの修正を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は第１の実施の形態の液晶パネルを示すブロック図である。
【図２】図２はＡＳＩＣ内に設けられ、一定電圧とパルス電圧とを切替る回路を示す模式
図である。
【図３】図３はＡＳＩＣ内に設けられ、高い一定電圧とパルス電圧とを切替る回路を示す
模式図である。
【図４】図４はデータドライバを接地電位にする回路を示す模式図である。
【図５】図５はコモン電極を接地電位にする回路を示す模式図である。
【図６】図６はデータドライバへの電源供給を切断する回路を示す模式図である。
【図７】図７は第２の実施の形態の液晶パネルを示すブロック図である。
【図８】図８は液晶駆動時の液晶パネルの電圧供給ユニットを示す模式図である。
【図９】図９はスクリーニング時の液晶パネルの電圧供給ユニットを示す模式図である。
【符号の説明】
１０　ＡＳＩＣ、
１２　電源回路Ａ、
１４，８２　ゲートドライバ、
１６，８０　データドライバ、
１７　電源回路Ｂ、
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１８　ＴＦＴ、
１９　ゲートバスライン、
２０　データバスライン、
２２　コモン電極、
２３　セレクタ、
３０，４６　電源電圧ＶDD、
３２，４２　オペアンプ、
３５，４５　ＡＳＩＣからの信号線、
４３　コンデンサ、
３４，４４　バイポーラトランジスタ、
２８，３６，４８ａ，４８ｂ，４８ｃ，５１，７３　抵抗、
３８，４０，４７　付加回路、
５０，５２，７２　ＮチャネルＭＯＳトランジスタ、
５４、５６，７０　ＰチャネルＭＯＳトランジスタ、
６２，７４　インバータ、
７５　外部電源、
７６　データドライバ電圧出力回路、
８４　内部電源ユニット、
９０　外部入力端子Ａ、
９２　外部入力端子Ｂ、
８６，８８　スイッチ、
２１，２３，２４，２５，２６，３３，３５，４１，４５，５３，５８，７５，８１，８
３，８５，８７，８９，９１　配線、
９３　液晶パネル、
１００　コネクタＡ、
１０６　コネクタＢ。



(11) JP 4368493 B2 2009.11.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 4368493 B2 2009.11.18

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(13) JP 4368493 B2 2009.11.18

【図９】



(14) JP 4368493 B2 2009.11.18

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０１Ｌ  29/78    ６２４　          　　　　　

    審査官  藤田　都志行

(56)参考文献  特開平０７－１７６７５５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１６６６００（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－３４７７５３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０２－２６９３２０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－２１９７８５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G02F   1/133
              G09G   3/20
              G09G   3/36
              G01R  31/00
              H01L  29/786



专利名称(译) 液晶面板

公开(公告)号 JP4368493B2 公开(公告)日 2009-11-18

申请号 JP2000098610 申请日 2000-03-31

[标]申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

当前申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 大城幹夫
古越靖武
西戸正典

发明人 大城 幹夫
古越 靖武
西戸 正典

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36 G01R31/00 H01L29/786

FI分类号 G02F1/133.550 G09G3/20.621.K G09G3/20.670.Z G09G3/36 G01R31/00 H01L29/78.612.A H01L29
/78.624

F-TERM分类号 2G036/AA19 2G036/AA27 2G036/BA33 2G036/BB12 2G036/CA10 2H093/NA16 2H093/NC09 2H093
/NC11 2H093/NC21 2H093/NC34 2H093/NC67 2H093/NC71 2H093/ND56 2H093/NH12 2H093/NH13 
2H193/ZA04 2H193/ZH40 2H193/ZH45 2H193/ZK01 2H193/ZK02 2H193/ZK06 2H193/ZK28 2H193
/ZK30 5C006/AA22 5C006/AC02 5C006/AC24 5C006/AC25 5C006/AF52 5C006/AF65 5C006/AF78 
5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC06 5C006/BC13 5C006/BC16 5C006/BF27 5C006/BF34 5C006
/BF42 5C006/BF44 5C006/FA20 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD30 5C080/EE32 
5C080/FF09 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/KK02 5C080/KK43 5F110/AA24 5F110/AA27 5F110
/AA30 5F110/BB02 5F110/BB04

代理人(译) 冈本圭造

其他公开文献 JP2001281629A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶面板，具有在短时间内有效地筛选液晶面
板的薄膜晶体管和驱动器IC的功能。解决方案：该液晶面板设置有显示
部分，该显示部分由多个像素组成，并且其中每个像素形成薄膜晶体
管，第一开关元件用于向薄膜晶体管的栅极部分供电。当晶体管导通
时，固定到规定电压的第一电压，当晶体管导通时，用于向薄膜晶体管
的栅极部分提供脉冲第二电压的第二开关装置，以及用于改变的转换电
路通过切换信号交替地选择第一切换装置和第二切换装置，从/向第二电
压输出第一电压。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3a930e7d-e07c-4b9f-b804-573d166cd43d
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018613070/publication/JP4368493B2?q=JP4368493B2

